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「誰が科学を殺すのか 毎⽇新聞取材班 ２０１９年１０⽉」を読んで想うこと 
 
「不可能を可能にする」 もちろんこれは原理的には不可能である。しかし、このくらいの
意気込みで取り組まなければ発明は⽣まれない。そして、世界は誰もが不可能と思っていた
ことを誰かが成し遂げた時、初めに驚きが起こり、次いでそれが当たり前のこととなる。 
この繰り返しで⼈類は進歩してきた。 
 
この「不可能を可能にする」との意気込みを持った個⼈は周囲の⼈間からは奇⼈とも変⼈と
も思われる。この志を持った多くがその志を遂げることなく失意のうちに⼀⽣を終わる。 
しかしごくわずかではあるがこの志を遂げ、偉⼈と⾔われる⼈々が出現することもまた事
実である。 
 
掲題の書籍を通読して私が感じたことは、 
 
近年、⽇本には世界に誇れる発明の数が減ってきている。その理由として、 

成果主義により確実に成果が出る研究しかしなくなった。 
研究にも事前審査があり「不可能を可能にする」との意気込みを持った研究に対しては研

究開発費が出にくくなった。 
企業においては中央研究所が廃⽌され、短期間に成果の出る研究がその主流となった。 
国もすぐに成果の出る研究に資⾦を集中的に投下するようになった。 

 
これだけで科学を殺すには⼗分であるが、最近では理系学部では修⼠課程を修了していな
ければ、会社に⼊るにしても⼤学に残るにしてもその進路を絶たれる。会社に⼊る場合には
修⼠課程の１年より就職活動を始めなければならないし、⼤学に残りたい場合には指導教
官の⼿⾜となって働かなければならない。研究の本質は知を求めることであり、いまの修⼠
課程でそれを得られる可能性は⼩さくなった。⼤学の先⽣も短期間での成果（アウトプット）
を求められているので、知のためだけの研究ができないのが実情だろう。修⼠課程において
は、たとえできなかったとしても「不可能を可能にする」との意気込みを植え付け、そこに
⾄る道筋を考えさせる教育が重要である。 
 
昔は「10 年⼀仕事」といった。今の政府の科学技術５か年計画はある分野に集中的に資本
を投下して研究すべき領域を規定している。この⽅法では５年と期間が短いことはもちろ
んであるが、知（好奇⼼）に任せてする研究を間接的に阻害している可能性もあ 
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